
学校教育法施行規則第 51 条 

 
第 51 条  小学校（第 52 条の２第２項に規定する中学校連携型小学校及び第

79 条の９第２項に規定する中学校併設型小学校を除く。）の各学年に

おける各教科，道徳，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動

のそれぞれの授業時数並びに各学年におけるこれらの総授業時数は，

別表第１に定める授業時数を標準とする。 

 
別表第１（第 51 条関係） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
備考 

１ この表の授業時数の１単位時間は，45 分とする。 

２ 特別活動の授業時数は，小学校学習指導要領で定める学級活動（学校給食

に係るものを除く。）に充てるものとする。 

３ 第 50 条第２項の場合において，特別の教科である道徳のほかに宗教を加

えるときは，宗教の授業時数をもつてこの表の特別の教科である道徳の授業

時数の一部に代えることができる。（別表第２から別表第２の３まで及び別表

第４の場合においても同様とする。） 
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第３章 教育課程の編成及び実施 

第２節 教育課程の編成 

  ３ 教育課程の編成における共通的事項  

(2) 授業時数等の取扱い 

 別表第１に定めている授業時数は，学習指導要領で示している各教科等

の内容を指導するのに要する時数を基礎とし，学校運営の実態などの条件

も十分考慮しながら定めたものであり，各学校において年度当初の計画段

階から別表第１に定めている授業時数を下回って教育課程を編成すること

は，上記のような学習指導要領の基準性の観点から適当とは考えられない。 

 しかしながら，このことは単に別表第１に示されている各教科等の授業

時数を形式的に確保すればよいということを意味するものではない。各学

校において，この別表第１に示されている授業時数を踏まえ，児童及び学

校や地域の実態を考慮しつつ，さらには個に応じた指導などの指導方法・

指導体制や，教材等の工夫改善など授業等の質的な改善を図りながら，学

習指導要領に基づき教育課程を適切に実施し指導するために必要な時間を

実質的に確保するという視点が重要である。なお，その際，学校において

適切に授業時数を配当する必要がある特別活動の児童会活動，クラブ活動，

学校行事や給食，休憩の時間等を含む教育課程全体のバランスを図ること

が必要であるのは言うまでもない。 

なお，学校教育法施行規則第 51 条において，別表第１に定めている授業

時数が標準授業時数と規定されているのは，①指導に必要な時間を実質的

に確保するという考え方を踏まえ，各学校においては，児童や地域の実態

を十分に考慮して，児童の負担過重にならない限度で別表第１に定めてい

る授業時数を上回って教育課程を編成し，実際に上回った授業時数で指導

することが可能であること，②別表第１に定めている授業時数を踏まえて

教育課程を編成したものの災害や流行性疾患による学級閉鎖等の不測の事

態により当該授業時数を下回った場合，その確保に努力することは当然で

あるが，下回ったことのみをもって学校教育法施行規則第 51 条及び別表第

１に反するものとはしないといった趣旨を制度上明確にしたものである。 
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